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Ⅰ. 松山紅梅会・法人関連  
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【令和 7 年度まとめ】 

 

令和 7 年度は法人経営の健全化を目標とし、黒字収支を最大目標としたが、令和 6 年度から 2 期

にわたる赤字決算となり、物価高騰及び賃金高騰の影響もうけ、大幅な赤字を計上した。  

収支面では法人の収益の根幹を成す、入所系施設の稼働率が軒並み低下したことが主因となり、収

益構造の脆弱化が顕著化した年となった。 

支出面においても物価高騰の波が収まらず、高齢者事業の運営基盤となる食費、燃料費、衛生関

連物品への影響は大きく、赤字決算の要因となっている。  

また、介護現場における採用競争は激化の一途を辿っており、介護・看護職員の充足も儘ならず、

従来型特養において看護の配置基準を満たさない月が発生し、大幅な減算を受けたことも手痛い結果

となっている。 

これらの結果を受け、ここ数年稼働率が採算ラインを下回っていた、水泥拠点の廃止を法人として決

断したことが最も大きな動きとなった。地域においてランドマーク的存在であった拠点の廃止は、法人と

しても忸怩たる思いが大きいが、地域需要の変化を踏まえ、法人経営の継続的な安定を再編する上で

は必要な判断であったと考えている。 

このように内部課題や外部環境の変化が重なり、事業運営の可能性が大きく揺らいだ一年であり、拠

点の廃止という大きな決断に至った年であるが、今年度の結果と課題に対し、次年度以降は中期的な

計画を見直し、事業基盤の再構築を進める必要がある。  
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１．事業概要 

 (１)法人名    

社会福祉法人 松山紅梅会 

 (２)所在地    

松山市北梅本町 1624 番地 1 

 (３)法人の事業 

 

第１種社会福祉事業 

施  設 (  事  業  )  種  別  施  設  名  定  員  事業開始年月日  

軽費老人ホーム(ケアハウス) ケ ア ハ ウ ス 梅 本 の 里 ３０名 平成 ６年 ４月 １日 

介護老人福祉施設 

特別養護老人ホーム  

梅本の里  
５９名 平成 ７年 ４月 １日 

特別養護老人ホーム  

梅本の里ゆにっと  
３０名 平成２６年 ８月２３日 

地域密着型介護老人福祉施設 

入所者生活介護 
特別養護老人ホーム  

梅 本 の 里 ・ サ テ ラ イ ト 
２９名 令和 ２年１０月２６日 

 

第２種社会福祉事業 

施  設 (  事  業  )  種  別  施  設  名  定  員  事業開始年月日  

通所介護事業 

デイサービス  

梅本の里  
４５名 平成 ６年 ４月 １日 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー  

梅本の里・小梅  
４５名 平成２３年１２月２６日 

短期入所生活介護事業 

短期入所生活介護  

梅本の里  
１１名 平成 ７年 ４月 １日 

ショートステイ  

梅本の里ゆにっと  
１０名 平成２６年１２月２６日 

梅本の里サテライト・  

ショートステイ  
１０名 令和 ２年１２月１５日 

在宅介護支援センター 梅本の里  － 平成 ７年 ４月 １日 

訪問介護事業 
訪問介護事業  

梅本の里  
－ 平成 ７年１０月 １日 

認知症対応型共同生活介護事業 
グループホーム  

梅本の里  
１８名 平成１３年 ５月１５日 

居宅介護・重度訪問介護 梅本の里   平成３０年１０月  １日 

生活介護 
共生型デイサービス  

梅本の里  
４５名 令和 ５年１０月 １日 

就労継続支援 B 型 
就労継続支援（B 型）   

いつもの  
２０名 令和 ６年 ４月 １日 
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公益事業 

施  設( 事 業  ) 種  別 事  業 内  容 事業認定年月日 

指定居宅介護支援事業所 

梅本の里 
居宅介護支援に関する事業 平成１１年 ９月１３日 

事業所内託児所梅本の里・小梅 事業所内託児所 平成２３年１２月２６日 

 

収益事業 

施  設( 事 業  ) 種  別 事  業 内  容 事業認定年月日 

－ 太陽光発電の売電事業 平成２５年 ４月 １日 

 

２．役員の構成 

理  事  定数  ６人（現員 ６人、欠員  0 人） 

監  事  定数  ２人（現員 ２人、欠員  0 人） 

評議員  定数  ７人（現員 ７人、欠員  0 人） 

 

３．理事名簿                                 （令和 7 年３月３１日現在）  

 区分 氏名 職歴（公職含む） 
役員の構成 

知識 

経験者 

地域 

代表 
施設長 その他 財務  

1 理 事 長 大野 輝男 
松山南交通安全協会副会長  
松山市交通安全協会連合会
理事  

 ○    

2 理  事 杉 本  太 一 
デイサービスセンター梅本の
里・小梅施設長 

  ○   

3 理  事 門 屋  征 洋 
前公益社団法人認知症の人
と家族の会愛媛県支部代表  

○     

4 理  事 渡 部  誠 
高齢者総合福祉施設 
梅本の里事務局長 

    〇 

5 理  事 青 木  良 一 
小野地区社会福祉協議会 
会長 

 ○    

6 理  事 野 本  浩 二  
高齢者総合福祉施設 
梅本の里統括施設長 

  ○   

 

４．監事名簿 

 区分 氏名 職歴（公職含む） 
役員の構成 

知識 

経験者 

地域 

代表 
施設長 その他 財務  

1 監  事 八 木  繁 明 元連合愛媛事務局長     ○ 

2 監  事 秋 川  裕 恵 秋川裕恵税理士事務所     ○ 
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５．評議員名簿 

 区分 氏名 職歴（公職含む） 
役員の構成 

知識 

経験者 

地域 

代表 

施設

長 
その他  財務  

1 評議員 立 川  百 恵 愛媛県生活協同組合連合会顧問    ○  

2 評議員 野 村  和 男 元旧株式会社メルファム四国支社    ○  

3 評議員 渡 部  克 彦 松山市議会議員  ○    

4 評議員 宮 内  敏 浩 前小野地区社会福祉協議会会長  ○    

5 評議員 谷 向  知 愛媛大学大学院医学系研究科教授 ○     

6 評議員 仙 波  修 小野地区自主防災組織連合会会長  ○    

7 評議員 松 岡  司 志 日本ＡＬＳ協会愛媛県副支部長    ○  
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６．理事会開催状況 

 

７．評議員会開催状況 

 

 

 

 

開催年月日 出席者/定数 議     題 決  議 事  項 

R7.5.31 5/6 

1.令和 6 年事業報告に関する件  

2 .令和 6 年度決算報告並びに監事監査報告に関

する件  

3 .役員選任（理事・監事）候補者に関する件  

4 .評議員選任候補者に関する件  

5 .評議員選任・解任委委員会の委員選任に関する   

件  

6 .令和 7 年度定時評議員会の開催に関する件  

7 .評議員選任・解任委員会の開催に関する件  

1 .原案通り可決  

2 .原案通り可決  

3 .原案通り可決  

4 .原案通り可決  

5 .原案通り可決  

6 .原案通り可決  

7 .原案通り可決  

R7.6.16 6/6 

1.令和 6 年度事業報告に関する件  

2 .令和 6 年度決算報告並びに監事監査報告に関

する件  

3 .任期満了に伴う役員選任（理事・監事）に関する

件  

報告事項 1：令和 7 年事業計画及び予算について  

報告事項 2：令和 7 年度松山紅梅会人事体制につ

いて  

報告事項 3：任期満了に伴う評議員の改選について  

1 .原案通り可決  

2 .原案通り可決  

3 .原案通り可決  

R7.11.29 6/6 

1.各種規定の改定（案）に関する件  

2 .水泥拠点（梅本の里・小梅）の今後の方針に関す

る件  

3 .定期預金取り崩しに関する件  

報告事項 1：理事長の職務執行について  

1 .原案通り可決  

2 .原案通り可決  

3 .原案通り可決  

R8.3.28 6/6 

1.令和 7 年度第 1 回補正予算（案）に関する件  

2 .令和 8 年度事業計画（案）に関する件  

3 .令和 8 年度当初予算（案）に関する件  

4 .水泥拠点廃止に関する件  

5 .令和 8 年度松山紅梅会人事（案）に関する件  

報告事項 1：理事長の職務執行について  

1 .原案通り可決  

2 .原案通り可決  

3 .原案通り可決  

4 .原案通り可決  

5 .原案通り可決  

開催年月日 出席者/定数 議     題 決  議 事  項 

R7.6.16 6/7 

1.令和 6 年度事業報告に関する件  

2 .令和年 6 度決算報告並びに監事監査報

告に関する件  

3 .任期満了に伴う役員選任（理事・監事）に

関する件  

報告事項 1：令和 7 年度事業計画について  

報告事項 2：松山紅梅会人事体制について  

報告事項 3：任期満了に伴う評議員の改選に

ついて  

1 .原案通り可決  

2 .原案通り可決  

3 .原案通り可決  
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８．職員の状況                    （令和 8 年３月３１日現在） 

管
　

理
　

者

事
　

務
　

員

管
理

栄
養

士

介

護
支

援
専

門
員

生
活

相
談

員

介

　

護

　

職

　

員

看

　

護

　

職

　

員

計

画

作

成

担

当

者

サ

ー

ビ

ス

提

供

責

任

者

サ

ー

ビ

ス

管

理

責

任

者

そ
　
の
　
他

合
　
　
計

1 1 2

兼務 （2） （2）

1 3 1 1 1 22 1 30

兼務 兼務 兼務 （2） （1） （4） （7）

1 1 1 1 12 2 18

兼務 （1） 兼務 兼務 （1） （1） （2） （5）

1 1 1 1 14 1 19

兼務 兼務 兼務 （1） （1） （2）

1 2 3 2 8

兼務 兼務 （6） （2） （3） （11）

1 2 2 5

（1） （9） （3） （2） （15）

1 1 4 6

兼務

1 1 4 6

兼務 （1） （1）

1 1 4 6

兼務

1 2 2 5

兼務 （6） 兼務 （6）

1 3 4

兼務 （1） （1）

1 12 1 1 15

兼務 （1） 兼務 兼務 （1） （2）

1 1

（5） （5）

1 1 2

兼務 （5） （5）

13 3 3 6 11 79 5 1 2 1 3 127

（2） （1） （29） （8） （22） （62）

実

人

数

実

人

数

実

人

数

実

人

数

実

人

数

実

人

数

実

人

数

特別養護老人ホーム
（梅本の里）

地域密着型介護老人福祉施設

（梅本の里・サテライト）

実

人

数

事業所内託児所

実

人

数

実

人

数

軽費老人ホーム

（ケアハウス）

通所介護事業
（梅本の里・小梅）

実

人

数

通所介護事業・共生型

（デイサービス梅本の里）

実

人

数

特別養護老人ホーム

（梅本の里ゆにっと）

実

人

数

実

人

数

実

人

数

合　　　　計

短期入所生活介護

（梅本の里）

短期入所生活介護
（梅本の里・サテライト）

短期入所生活介護
（梅本の里ゆにっと）

訪問介護事業

居宅介護支援事業所

認知症対応型共同生活介護事業
（グループホーム）

就労継続支援B型いつもの

 

※（ ）書きは非常勤職員  
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９．運営組織体制                  （令和８年３月３１日現在） 

専門委員会

　

　

共

生

型

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

梅

本

の

里

　

就

労

継

続
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援

（

B

型

）

い

つ

も

の

　

軽

費
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人

ホ

ー

ム

（

ケ

ア

ハ

ウ

ス

）

　

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム

　

梅

本

の

里

　

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

梅

本

の

里

・

小

梅
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問

介

護

事

業

梅

本

の

里

　

居

宅

介

護

支

援

事

業

所

梅

本

の

里

　

事

業

所

内

託

児

所

統括施設長

　

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

梅

本

の

里

　

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

梅

本

の

里

・

サ

テ

ラ

イ

ト

　

梅

本

の

里

サ

テ

ラ

イ

ト

・

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

　

事

務

局

　

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

梅

本

の

里

　

短

期

入

所

生

活

介

護

（

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

）

　

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

梅

本

の

里

ゆ

に

っ

と

　

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

梅

本

の

里

ゆ

に

っ

と

社会福祉法人松山紅梅会 後援会

監事 理事会 評議員会

理事長

・事務局長

・事務員

・リビングメイト
・所長

・生活相談員

・主任介護職員

・介護職員

・看護職員

・機能訓練指導員

・運転手

・管理者

・サービス提供

責任者

・介護職員

・登録ヘルパー

・管理者

・計画作成担当者

・介護職員

・看護職員

・管理者

・介護支援専門員
・施設長

・生活相談員

・介護職員

・看護職員

・看護職員

・機能訓練指導員

・調理員

・運転手

・保育士

・生活相談員

・主任介護職員

・副主任介護職員

・介護支援専門員

・介護職員

・看護職員

・機能訓練指導員

・嘱託医

・生活相談員

・ユニットリーダー

・主任介護職員

・副主任介護職員

・介護支援専門員

・介護職員

・看護職員

・機能訓練指導員

・嘱託医

・生活相談員

・介護職員

・宿直職員

・生活相談員

・ユニットリーダー

・主任介護職員

・副主任介護職員

・介護支援専門員

・介護職員

・看護職員

・機能訓練指導員

・嘱託医・管理者

・サービス管理者

・生活支援員

・職業指導員

・調理員
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１０．避難訓練 

【第 1 回】 

（1）実 施 日 時 ：令和 7 年 11 月 25 日 午後 14 時 00 分から 15 時 00 分まで 

（2）訓練の概要 ：特養ごみ収集場付近より火災が発生しているのを宿直職員が発見。特養夜勤者に

知らせるとともに初期消火に努めるが延焼中。知らせを受けた特養職員が全部署に

連絡、特養２階より 119 番通報（仮定）。各部署、全館放送を行い、避難誘導開

始。 

（3）実施規模 

参加人数：夜間想定の為、夜勤者７名、宿直者１名にて避難訓練を実施する。 

特養、ケアハウス、グループホーム、ゆにっと  ショートステイの利用者 158 名 

    訓練方法：消火、通報、避難訓練 

 

（4）講 評 ・ 反 省 ：夜間想定ではケアハウスが職員１名のみでの対応の為、避難時間を要した。ただ、

限られた職員数での夜間対応は他部署からの応援も厳しい為、いかに効率よく非難

を行うか、又、普段からの避難ルートの確認が重要となると感じる。  

            

【第 2 回】 

（1）実 施 日 時 ：令和 7 年 12 月 29 日 午後 14 時 00 分から 15 時 00 分まで 

（2）訓練の概要 ：ケアハウス１階北側の部屋（元厨房）より火災が発生しているのをケアハウス職員が

発見。他ケアハウス職員に知らせるとともに初期消火に努める。知らせを受けケアハ

ウス職員より各部署連絡および 119 番通報。知らせを受けた各部署は館内放送を

行い避難誘導開始。 

           避難訓練後、消火訓練開始。 

（3）実施規模 

参加人数：特養、ケアハウス、グループホーム、ゆにっと、入居者 158 名 

日中想定の為、全出勤職員にて避難訓練を実施する。 

訓練方法：消火、通報、避難訓練 

（4）講 評 ・ 反 省 ：日中想定であるが職員の少ないケアハウスは避難時間に時間を要した。安全が確

保できた部署職員からの応援等を含めた避難訓練が必要と感じる。  

           また、消防署から各部署が、独自で火災場所からの避難誘導を行う訓練も必要と感

じる。 

（5）消防署講評：実際に火災が発生した場合は、鉄筋コンクリートの建物及びスプリンクラー設備が完

備されているため、急激に火の手が広がる確率は低いことから、慌てず行動すること

が重要。ただし煙の蔓延は早い為、避難誘導時には防火扉を開放せず、煙を遮断

することが重要。また、避難誘導は火の手が発生した場所から水平避難が原則とな

ることから、火災場所を確実に共有したうえで、火災場所から近い入居者を水平避

難させることに努め、避難誘導灯がある場所からの避難を心掛ける。  
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１１ .協力医療機関 

（１）嘱託医師等の状況 

医 師 名 永山 晋也 中城 有喜 永山 晃之 

診 療 機 関 名 
永山内科・  

循環器内科  
砥部病院 永山歯科 

診 療 科 目 
内科・消化器科・

循環器科  
心療内科 歯科 

勤 務 の 形 態 非常勤 非常勤 非常勤 

 

（２）契約病院 

病  院 名 医療法人 誠志会 砥部病院 

所  在 地 伊予郡砥部町麻生４０－１  

診療科目 
内科・脳神経外科・心療内科・眼科・整形外科・皮膚科・耳鼻咽喉

科・リハビリテーション科・人間ドッグ  

 

病  院 名 医療法人社団 永山内科・循環器内科 

所  在 地 松山市北梅本町６６６－２  

診療科目 内科・循環器科 

 

病  院 名 永山歯科 

所  在 地 松山市北梅本町６６６－1 

診療科目 歯科 

 

（３）協力病院 

病院名 所在地 診療科目 

中川病院 松山市南梅本町甲 58 内科・外科 

生島眼科 東温市野田 2 丁目 103-3 眼 科 

宮内皮膚科クリニック 松山市北梅本町甲 899-4 皮膚科 
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１２．加入団体一覧 

     令和８年３月３１日 

団   体   名 事務局所在地 年会費 事業所 

中予地区老人福祉施設協議会 

松山市中西内２５０番地 2 
特別養護老人ホーム  
聖マルチンの家内  
℡（０８９）９75－5558 

20,000 円  デイサービス小梅  

愛媛県老人福祉施設協議会  

愛松山市持田町 3 丁目 8-15 
愛媛県社会福祉協議会  
地域福祉部  福祉人材課内  
℡（０８９）９２１－８５６６  

20,000 円  デイサービス梅本の里  

10,000 円  ケアハウス梅本の里  

20,000 円  デイサービス小梅  

124,800 円  梅本の里  

全国老人福祉施設協議会  
東京都千代田区平河町 2-7-
1 塩崎ビル 2 階  
℡（０3）5211－7700 

18,000 円  デイサービス梅本の里  

18,000 円  デイサービス小梅  

89,550 円  梅本の里  

愛媛県地域密着型サービス  
協会  

松山市土居田町 621-1 
℡（０８９）９７４－１２１３  

20,000 円  グループホーム梅本の里  

小野地区社会福祉協議会  
松山市水泥町 972-1 
ふれあいサロン小野  
℡（０８９）９７６－１２００  

1,000 円  梅本の里  

自衛隊松山駐屯地小野地区  
協力会 

松山市南梅本町乙 115 
℡（０８９）９７５－０９１１  

2,000 円  本部  

計  6 団体 343,350 円 

 

１３．広告協賛一覧表 

計  3 団体 50,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 内容 金額 

R7. 6.17 自衛隊松山駐屯地小野地区協力会  自衛隊広報誌広告料 20,000 円 

R7.10.21 ONO スポーツ倶楽部  協賛広告料 20,000 円 

R7.12.18 NPO 法人まるっとおのくめおでかけ健幸まつり  協賛広告料 10,000 円 
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１４．職員研修一覧                  参加研修：38 件  参加人数：124 名  

NO. 　日　時 研　修　名 主　催　/　場所 参加者

1 令和7年5月15日 認知症による行方不明について
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
2

2 令和7年5月22日 身体拘束について「自宅での身体拘束の注意店」 居宅梅本の里/内部研修 4

3 令和7年5月23日 事例検討会
包括支援センター小野・久米/松山リハビリテー

ション病院
2

4 令和7年5月13日 GH交流会
包括支援センター小野・久米/松山リハビリテー

ション病院
1

5 令和7年5月27日 中予地区管理者研修会
中予地区老人福祉施設協議会/松山総合コミュニ

ティセンター
3

6 令和7年5月30日 第１回施設長研修会
愛媛県老人福祉施設協議会/愛媛県総合社会福祉会

館
3

7 令和7年6月11日 引きこもりの基礎と事例から学ぶこと OKネット/松山リハビリテーション病院 2

8 令和7年6月12日 他法人合同事例検討会
鷹ノ子病院居宅・中川居宅・梅本の里居宅/梅本の

里・小梅
4

9 令和7年6月26日 「認知症」と「精神疾患」について
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
3

10 令和7年6月27日 令和７年度　保育従事者のための救命講習会
松山市保育・幼稚園課/松山市保健所・消防合同庁

舎
1

11 令和7年7月3日 消費者被害に遭わないために自分で出来ること
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
1

12 令和7年7月17日 感染症について～応答物処理（研修・訓練） 居宅梅本の里/内部研修 4

13 令和7年7月25日 急性期病院における地域連携室の役割と支援
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
2

14 令和8年8月7日 終末期医療について
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
1

15 令和8年8月20日 事例検討会
包括支援センター小野・久米/松山リハビリテー

ション病院
2

16
令和8年8月

21日・22日
第72回　四国老人福祉施設関係者研究大会

全国老人福祉施設協議会・四国老人福祉施設協議

会・香川老人福祉施設協議会/サンポート高松
4

17 令和7年8月21日 若年性アルツハイマーえひめ認知症希望大使講演会
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
2

18 令和7年9月10日 楽ちん人生のすすめ OKネット/松山リハビリテーション病院 1

19 令和7年10月3日 「皮膚トラブル・スキンケア研修会」
中予地区老人福祉施設協議会/愛媛県生涯学習セン

ター
1

20 令和7年10月20日利用者を深めるアクセント 包括支援センター小野・久米/サイボウズ松山 3

21 令和7年10月21日
「人生最終段階の準備は出来ていますか？」

～在宅医療と人生会議～

東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
2

22 令和7年10月22日「フィジカルアセスメントの基本と急変時の対応
公益社団法人愛媛県看護協会/愛媛県看護研修セン

ター
1

23 令和7年11月6日 高齢者虐待の防止について～よりよい支援を目指して～
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
3

24 令和7年11月7日 施設ケアプラン研修会 中予地区老人福祉施設協議会/愛媛県社会福祉会館 3

25 令和7年11月13日他法人合同事例検討会
鷹ノ子病院居宅・中川居宅・梅本の里居宅/梅本の

里・小梅
4

26 令和7年11月17日利用者理解を深めるアセスメント～ケアマネ研修第２回目～包括支援センター小野・久米/サイボウズ松山 3

27 令和7年12月8日 意思決定支援と心の健康
東温市地域包括支援センター/東温市総合保健福祉

センター
2
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NO. 　日　時 研　修　名 主　催　/　場所 参加者

28 令和7年12月 認知症スキルアップ研修会
在宅介護支援センターウエルケア重信/オンライン

研修
14

29 令和7年12月19日認知症ケア
愛媛県老人福祉施設協議会/愛媛県総合社会福祉会

館
1

30 令和8年1月14日 GH交流会
包括支援センター小野・久米/松山リハビリテー

ション病院
1

31
令和8年1月

22日・23日
第23回　四国老施協セミナー

四国老人福祉施設協議会・愛媛県老人福祉施設協

議会/ANAクラウンプラザホテル松山
4

32 令和8年1月27日 「転ばないための必要条件を学ぶ」～介護予防は足元から～
愛ケア在宅介護研修センター/在宅介護研修セン

ター
1

33 令和8年1月29日 BCP(災害編）研修・机上訓練 居宅梅本の里/内部研修 4

34 令和8年2月13日 現場における感染症対策 愛媛県地域密着型サービス協会/オンライン研修 14

35 令和8年3月6日 第２回施設長研修会
愛媛県老人福祉施設協議会/愛媛県総合社会福祉会

館
2

36 令和8年3月12日 防災について考えよう
OKネット・小野久米地区事業所連絡会/テクノプラ

ザ
3

37 令和8年3月12日 中予地区老人福祉施設協議会総会・施設長研修会 中予地区老人福祉施設協議会/愛媛県総合福祉会館 2

38 令和8年3月16日 BCP研修「そのBCPを事業所の守護神にできるのか？」 愛媛県地域密着型サービス協会/オンライン研修 14
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１５ .ヒヤリ・ハット及び事故発生状況 

●施設内におけるヒヤリ・ハット発生状況（令和 7 年度）  ＜総件数６３件＞ 
【内  容】 

特別養護老人ホーム

梅本の里

短期入所生活介護

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里ゆにっと

ショートステイ

梅本の里ゆにっと

グループホーム

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里・サテライト

梅本の里サテライト・

ショートステイ
デイサービス梅本の里

デイサービスセンター

梅本の里・小梅
訪問介護　梅本の里 合計

転倒 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 6

転落 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 3

滑落 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

誤嚥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

異食 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

外傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

所在不明 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 4

器物損壊 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

服薬関係 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

紛失 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

内出血 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 4

その他 14 3 2 0 12 2 4 0 0 0 37

合計 20 5 2 0 25 7 4 0 0 0 63  

【所  見】 

特別養護老人ホーム

梅本の里

短期入所生活介護

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里ゆにっと

ショートステイ

梅本の里ゆにっと

グループホーム

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里・サテライト

梅本の里サテライト・

ショートステイ
デイサービス梅本の里

デイサービスセンター

梅本の里・小梅
訪問介護　梅本の里 合計

表面剥離 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

内出血 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 4

外傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

打撲 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 4

異常なし 16 5 1 0 9 4 3 0 0 0 38

誤嚥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無し 0 0 1 0 15 1 0 0 0 0 17

合計 20 5 2 0 25 7 4 0 0 0 63  

【場  所】 
特別養護老人ホーム

梅本の里

短期入所生活介護

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里ゆにっと

ショートステイ

梅本の里ゆにっと

グループホーム

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里・サテライト

梅本の里サテライト・

ショートステイ
デイサービス梅本の里

デイサービスセンター

梅本の里・小梅
訪問介護　梅本の里 合計

居室 7 1 1 0 7 4 3 0 0 0 23

食堂・ホール 9 1 1 0 12 0 0 0 0 0 23

廊下 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

トイレ 2 3 0 0 1 0 1 0 0 0 7

脱衣場 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

浴室 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

その他 2 0 0 0 2 2 0 0 0 0 6

合計 20 5 2 0 25 7 4 0 0 0 63  

 
 

        

    



 

  

- 18 - 

●施設内における事故発生状況（令和７年度）   総件数 ＜４２０件＞ 
【内  容】 

特別養護老人ホーム

梅本の里

短期入所生活介護

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里ゆにっと

ショートステイ

梅本の里ゆにっと

グループホーム

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里・サテライト

梅本の里サテライト・

ショートステイ
デイサービス梅本の里

デイサービスセンター

梅本の里・小梅
訪問介護　梅本の里 合計

転倒 35 10 12 7 22 22 7 9 7 0 131

転落 7 3 2 0 1 2 1 1 1 0 18

滑落 34 15 7 4 2 13 1 1 0 0 77

異食 11 0 0 0 4 0 0 0 0 0 15

誤嚥 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

外傷 21 5 4 2 2 14 3 2 0 0 53

所在不明 1 1 1 0 3 1 0 0 0 0 7

器物破損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

服薬関係 17 9 2 0 10 4 1 0 1 0 44

その他 24 3 1 0 4 0 1 0 0 0 33

紛失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

内出血 20 5 0 0 0 9 1 0 0 0 35

合計 177 51 29 13 48 65 15 13 9 0 420 
【所  見】 

特別養護老人ホーム

梅本の里

短期入所生活介護

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里ゆにっと

ショートステイ

梅本の里ゆにっと

グループホーム

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里・サテライト

梅本の里サテライト・

ショートステイ
デイサービス梅本の里

デイサービスセンター

梅本の里・小梅
訪問介護　梅本の里 合計

表面剥離 17 5 2 1 2 14 2 0 0 0 43

内出血 24 6 2 0 1 11 1 0 0 0 45

外傷 13 6 5 3 2 4 3 0 0 0 36

吸引 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2

打撲 10 6 2 3 0 2 0 0 0 0 23

その他 28 3 1 1 9 2 3 0 0 0 47

異常なし 75 23 14 5 25 27 6 0 0 0 175

状態観察 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 4

骨折 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

誤嚥 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

無し 3 1 2 0 9 5 0 10 8 0 38

合計 177 51 29 13 48 65 15 13 9 0 420  

【場  所】 

特別養護老人ホーム

梅本の里

短期入所生活介護

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里ゆにっと

ショートステイ

梅本の里ゆにっと

グループホーム

梅本の里

特別養護老人ホーム

梅本の里・サテライト

梅本の里サテライト・

ショートステイ
デイサービス梅本の里

デイサービスセンター

梅本の里・小梅
訪問介護　梅本の里 合計

居室 82 14 17 3 21 43 3 0 0 0 183

食堂・ホール 70 25 8 5 22 14 2 7 4 0 157

廊下 3 2 0 2 0 2 3 0 1 0 13

トイレ 4 5 1 1 2 0 5 0 1 0 19

脱衣場 8 2 1 0 2 2 1 0 0 0 16

浴室 6 1 1 1 0 0 0 2 1 0 12

その他 3 2 0 0 1 4 1 1 1 0 13

無し 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

玄関 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3

リハビリ室 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2

施設外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 177 51 29 13 48 65 15 13 9 0 420  
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≪特養・ショート≫ 

〇ヒヤリ・ハット報告数 特養：  20 件     ショート：  5 件 

〇事故報告書      特養：177 件     ショート：51 件 

 

ヒヤリ・ハット・事故報告総数は 253 件（前年度 293 件）となり、前年度より 40 件減となった。令和

6 年度と比較すると事故報告書の報告件数は大幅に下がった。要因としては、ヒヤリ・ハット事例をカン

ファレンス等で共有することで、個々の経験を組織全体の学びへとつなげる取り組みを行った結果と思

われる。しかし、救急搬送する事故が増えている為、再度  職員と事故の検証等を適切にし、同様の事

案が起こらないような仕組みを構築していきたい。  

又、小さな内出血でも発見したらヒヤリ・ハットで報告するように推進している為か、ヒヤリ・ハット報告数

が昨年度の数を上回った。ヒヤリ・ハットが重大事故を防ぐためのシグナルとなる事から、令和 8 年度も 

多くのヒヤリ・ハットを報告するように発信していく。  

受診等につながる事故については、早急にカンファレンス等で原因を究明し、再発防止につながる方

法を職員間で共有すること及びヒヤリ・ハット報告で事故が発生する事を未然に防ぐことで、事故の減少

に努めていきたい。 

 

●R7 年度 特養リスクマネージメント委員会開催状況  

R7 年 5 月 16 日（金） R7 年 4 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

職員の見守り不足による転倒事故が続いた。他の利用者の見守り等もあ

る為、手薄になりがちであるが、歩行が不安定な入居者の横には職員が

付き添う等して再発を防止するとともに見守りも強化していく。  

R7 年 6 月 20 日（金） R7 年 5 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

異食事故が続いた。幸い大きな事故にならなかったが、誤嚥等による体

調不良が発生する事を職員が認識していく必要ありと発信した。  

R7 年 7 月 22 日（火） R7 年 6 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

スライディングボードを使用中に入居者を滑落させる事故があった。福祉

用具の正しい使用方法を再度発信していく。  

R7 年 8 月 15 日（金） R7 年 7 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

自立されている利用者の歩行による転倒が続いた。他の利用者の見守り

等もある為、手薄になりがちであるが、歩行が不安定な入居者の横には

職員が付き添う等して再発を防止するとともに見守りも強化していく。  

R7 年 9 月 22 日（月） R7 年 8 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

誤嚥・窒息による重大事故が 1 件発生している。事故後すぐにカンファレ

ンスを実施。検証・再発防止策を実施した。 

R7 年 10 月 20 日(月) R7 年 9 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

他の入居者の薬を服薬させてしまう誤薬が１件発生している。その後の経

過観察で体調の変化は見られなかった。再発防止の為、手順の見直し

等を行った。 

R7 年 11 月 21 日(金) R7 年 10 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

内出血の報告が多くみられる。細かく皮膚観察をしている為と考えられる

が、どこでぶつけたかの検証をしっかりと行い再発防止に努めた。 

R7 年 12 月 19 日(金) R7 年 11 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

夕食後の食堂での転倒事故があった。帰室等で職員の数が限られていく

が、見守りができる再発防止策を検討した。  
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R8 年 1 月 19 日（月） R7 年 12 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

服薬に関する事故があった。特に嚥下の確認を怠ったことによる事故が

多かった。再度、嚥下を確認してから次の配薬に回る等、手順の徹底を

発信した。 

R8 年 2 月 20 日（金） R8 年 1 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

数ヶ月の中で最も多く、事故報告書が提出されていた。職員の注意不足

による事故も多くみられた為、気を引き締めるよう発信していった。  

R8 年 3 月 23 日（月） R8 年 2 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

誤嚥・窒息による重大事故が 1 件発生している。8 月にも発生している

為、再度、食事に関する動画研修等を行い、検証・再発防止策を実施し

た。 

R8 年 4 月 17 日（金） R8 年 3 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

内出血の報告が多くみられる。細かく皮膚観察をしている為と考えられる

が、どこでぶつけたかの検証をしっかりと行い再発防止に努めた。 

 

≪サテライト・サテライトショート≫  

〇ヒヤリハット報告数   サテライト：7 件   ショート：4 件 

〇事故報告数      サテライト：65 件  ショート：15 件 

 

ヒヤリハット報告総数 11 件、事故報告総数 80 件となっている。発生内容は 1 位：転倒・転落・滑

落（52 件）、2 位：外傷（17 件）、3 位：内出血（12 件）となっている。今年度は、介助時の表皮剥離

が増えており、入居者の皮膚状態を十分に把握できていないことが一因と考えられる。そのため、日頃

から皮膚の脆弱性を確認し、必要に応じて介助方法を見直すことで外傷を防いでいきたい。また、滑落

事故も特にベッドからの発生が増えており、事故前には落ち着きのなさやセンサー反応の増加など「普

段と違う様子」が見られることが多い。こうした兆候を早めに察知し、見守りを強化することで事故を未

然に防ぐことが重要である 

 

●Ｒ7 年度 サテライトリスクマネージメント委員会開催状況  

R7 年 5 月 29 日（木） R7 年 4 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・滑落 2 件、所在不明 2 件、服薬関係 1 件発生。 

不穏でウロウロされていた方が他の入居者の車椅子を押して、中庭に出

ていた。不穏時は見守りを強化、施錠をしっかり行い未然に防止する。  

R7 年 6 月 25 日（水） R7 年 5 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・1 件、内出血 1 件件発生。 

歩行時にふらつき転倒、ガラスに頭をぶつけ、ガラスが割れてしまった。

割れたガラスで額を切り、出血した。歩行不安定な方が、歩いている際は

すぐ対応できるよう、近くにかけより転倒防止に努めたい。  

R7 年 7 月 28 日（月） R7 年 6 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・滑落 4 件、所在不明 1 件その他 3 件発生。 

夕食後の台車を厨房に戻した後、エントランスで歩いている入居者を発

見する。現場を離れる際は施錠が行えてるか確認してから離れるようにし

再発防止に努める。 

R7 年 8 月 28 日（木） R7 年 7 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・滑落 5 件、内出血 2 件その他 6 件発生。 

排泄介助の為訪室すると、ベッドの高さが高いままだった。排泄介助等で

ベッドの高さを変更した際には必ず元の高さに戻したことを確認し、退室

する事を意識する。 
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R7 年 9 月 25 日（木） R7 年 8 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・滑落 3 件、外傷 3 件、その他 2 件発生。   

8 月の事故の多くは夜間から早朝にかけて発生している。夜間 1 人任務

の時間帯もある。状況の理解と優先順位を決め、事故発生を未然に防い

でいく。 

R7 年 10 月 23 日（木） R7 年 9 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒 1 件、滑落 1 件発生。 

入所初日の方がトイレで転倒していた。来所時より落ち着きがなく、どのよ

うな行動するかつかめていなかった。いつも以上に警戒するべきだった。  

R7 年 11 月 20 日（木） R7 年 10 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・転落・滑落 4 件、内出血 2 件発生。 

精神的に不安がある方が転倒されていた。転倒前は不穏な状態が続い

ていた。声かけを増やしたり、居室への見回りを増やす等、少しでも安心

できるよう、寄り添うべきだった。 

R7 年 12 月 16 日（火） 

 

R7 年 11 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・転落・滑落 7 件、外傷 5 件、その他 2 件発生。 

移乗時に起きた外傷事故が多かった。移乗時には入居者の体の位置や

車椅子の位置等安全であることを確認してから移乗する事を意識し、再

発防止に努めたい。 

R8 年 1 月 27 日（火） R7 年 12 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・滑落 7 件その他 3 件発生。 

同じ入居者の転倒が続いた。1 週間で 4 件発生していた。いつも以上に

活動範囲が大きく、見守りが不十分だった。見守りの強化に加えユニット

内の危険個所の見直しを行い再発防止に努めたい。  

R8 年 2 月 20 日（金） R8 年 1 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・滑落 3 件、外傷 2 件、その他 2 件発生。 

見回りで訪室するとベッドのコンセントが抜け、センサーの電源が切れてい

た。入居者が払いのけた掛け布団がコンセントにかかり、抜けてしまった。

見回りの際に細かなところまで確認するべきだった。  

R8 年 3 月 28 日（土） R8 年 2 月 3 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

転倒・滑落 8 件、内出血 2 件、その他 7 件発生。 

帰室の際に入居者のポケットから夕食の薬が出てきた。服薬介助の際に

自分で飲むと言われ、その後の確認を怠っていた。介助時に飲み込むま

で確認するべきだった。 

 

 

＜ゆにっと・ゆにっとショート＞  

・ヒヤリハット報告数  ゆにっと：  2 件  ショート： 0 件 

・事故報告数       ゆにっと：29 件  ショート：13 件 

 

ヒヤリハット報告総数 2 件、事故報告総数 42 件となっている。発生内容は 1 位：転倒・転落・滑落

（32 件）、2 位：外傷（6 件）、3 位：その他となっている。今年度は転倒・転落・滑落が多くなっている。

転倒リスクがある方への見守り方法を職員間で話し合い、見守り方法等を検討していく必要がある。ま

た、防げたであろう事故も発生している為、利用者一人一人の再アセスメントを行い未然に防げるような

仕組みづくりをしていく。服薬関係の事故も 2 件発生しており誤薬などは体に危険が及ぶ可能性もある

為、しっかりとした決め事を作り徹底するようにしていきたい。  

 
 

R7 年度 ゆにっとリスクマネージメント委員会開催状況  
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R7 年 4 月 30 日（水） R7 年 4 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 7 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

転倒 3 件、外傷 3 件、誤薬 1 件発生。 

ゼリーの上に薬を置き、他の方の対応に行った際に別の利用者がゼリーを

取り服薬してしまった。服薬時にはまず服薬してもらってから別の方への介

助を行う。 

R7 年 5 月 31 日（土） R7 年 5 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 2 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

転倒１件、その他 1 件発生。 

自立歩行の利用者が居室にて転倒。居室内の環境整備とともにセンサー

の使用の検討を行う。 

R7 年 7 月 1 日（火） R7 年 6 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 2 件、ヒヤリハット 1 件発生。 

転倒 2 件発生。 

夜間トイレに行かれ自走にて居室へ戻る際、扉に車いすが引っ掛かり勢い

のまま転倒してしまう。居室に戻るまではしっかりと見守りを行い、必要であ

れば移動介助を行う。 

R7 年 8 月 2 日（土） R7 年 7 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 1 件、ヒヤリハット 0 件。 

表皮剥離 1 件発生。 

入浴中足元が滑り転倒しそうになったところ腕を掴んだ際に表皮剥離をし

てしまう。浴室は滑りやすい為、転倒に対し十分に注意する。  

R7 年 9 月 2 日（火） R7 年 8 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 1 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

転倒 1 件発生。 

入浴時の洗身中手すりを持って立位をとるとバランスを崩した為、支えるも

ゆっくりと尻もちをつく。バランスを崩す可能性を頭に入れすぐに支えができ

る場所に待機しておく。 

R7 年 10 月 3 日（金） R7 年 9 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 5 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

滑落 2 件、転倒 2 件、与薬関係 1 件発生。 

夕食後口腔ケアを行う際、ガーグルベースの中に朝食後薬があることに気

づく。服薬は基本的に飲む直前に薬箱から取り出し、取り出したらすぐに服

用してもらうよう徹底する。  

R7 年 11 月 5 日（水） R7 年 10 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 3 件、ヒヤリハット 1 件発生。 

転倒、転落、滑落が各１件発生。 

トイレに行く為、歩行器を使用し居室より出て来られる。出てくる際につまず

き前のめりに転倒する。普段から歩行器にて歩行しているが誰でも転倒の

可能性がある為、可能な限り見守りを行い転倒防止に努める。  

R7 年 12 月 9 日（火） R7 年 11 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 4 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

転倒 2 件、滑落 2 件発生。 

フロアに置いてあるソファに座る際に端に座りすぎて床へ滑落してしまう。座

る位置に気を付け必要であれば声掛けを行い再発防止に努める。  

R8 年 1 月 6 日（火） R7 年 12 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 3 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

滑落 2 件、所在不明 1 件発生。 

フロアにて水分摂取していたが別利用者の介助を行うためフロアを離れる。

フロアに戻ると本人が不在となり施設内を捜索すると居室に戻り臥床しよう

としていた。手すりを伝い自力歩行で居室に戻ったと思われる。見守りがで

きない場合は可能な限り同行してもらうなどしていく必要がある。 

R8 年 2 月 1 日（日） R8 年 1 月のヒヤリハット、事故報告の検証 
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事故 5 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

転倒 3 件、滑落 2 件発生。 

夜間に起き上がりが多発しフロアにて見守りを行う。他の方の対応中に物

音がしたためフロアに戻ると車椅子より滑落しているのを発見する。  

R8 年 3 月 1 日（日） R8 年 2 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 2 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

転倒 2 件発生。 

トイレ誘導後他の方の対応をしているとトイレより「痛―」と声が聞こえるため

見に行くとトイレ内で転倒しているのを発見する。トイレ時にはナースコール

を押してもらうよう声掛けする。それでも危険な場合はトイレ終了まで見守り

を行う。 

R8 年 4 月 5 日（日） R8 年 3 月のヒヤリハット、事故報告の検証 

事故 7 件、ヒヤリハット 0 件発生。 

転倒、滑落、外傷が各 2 件、転落 1 件発生。 

居室にてテレビを観ていたが、居室より物音がする為様子を見に行くと車椅

子ごと転倒しているのを発見する。居室にて過ごされる際には扉を開けて

おくなどして見守りができる環境を作ることを徹底する。  

 

≪グループホーム梅本の里≫ 

〇ヒヤリ・ハット報告数    25 件 

〇事故報告数        48 件 

 

ヒヤリ・ハット報告数 25 件（前年度 19 件）、事故報告数 48 件（前年度 50 件）、計 73 件で前年

度と比較して全体で 4 件の増となった。事故件数は前年度と比較し、2 件の減となった。 

一年間の検証として、転倒や滑落等の事故や落薬の事故が多数起きている。薬の落薬は、徐々に

減少しているが、まだ依然として事故として起こっているので、落薬事故ゼロを目指して服薬時の見守り

を確実にしていきたい。また、前年度と比べヒヤリ・ハット数が 6 件増加していることから事故になる前に

気付き対応できている。今後もヒヤリ・ハットの段階で気付き、事故に繋がらないよう職員一人一人意識

して対応できるよう努める。  

 

≪デイサービス梅本の里≫  

〇ヒヤリ・ハット報告数    0 件 

〇事故報告数       13 件 

 

ヒヤリ・ハット報告数０件（前年度２件）、事故報告数１３件（前年度１０件）、計１３件で前年度と比較

して１件の増となった。(内訳：転倒・滑落・膝折れ１１件、外傷２件)  

一年間の検証として、報告の８割程は転倒・滑落・膝折れ報告となっている。事故発生原因としては、

独歩で歩かれる方や認知症状により立ち上がり等での転倒事故が多かった。職員が近くにいる状況でも

他の業務をしている際やレクリェーション中など職員の見守りが行き届いていないことも分かった。又、

外傷としては、爪切りの際の外傷や車椅子座位姿勢を直そうとした際の皮膚剥離があった。介助する際

は、状態確認をしながら対応するように努める。 

作業をしている際も見守りが不十分にならないように職員一人ひとりが事故に対する危機感を持ちな

がら、利用者の咄嗟の行動にも対応できるように声を掛け合い、利用者の状態把握に努めることで安全

に過ごせる空間づくりに努める。 

 

≪デイサービス梅本の里・小梅≫  
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〇ヒヤリ・ハット報告書     0 件 

〇事故報告書        9 件 

ヒヤリ・ハット報告数は前年度同様 0 件、事故報告数 9 件（令和 6 年度 14 件）で、前年度比較 5

件減少となっている。（内訳：転倒・転落 7 件、与薬 1 件、外傷 1 件） 

転倒・転落の危険性のある利用者については、職員間で共有し、転倒の可能性が高いフロアに職員

を配置することで前年度より 3 件の減少に繋げることができた。ただし、歩行中の突然の転倒等もあり、

転倒リスクの全てを職員で回避することはできなかった。  

また、外傷については爪切り時に起こった事故であることや、与薬事故も 1 件あり、職員の不注意が

要因となる事故もあり、ケア面の落ち着いた対応や、確認事項の徹底を再度図ることとなった。  

 

≪訪問介護事業≫ 

〇ヒヤリ・ハット報告書     0 件 

〇事故報告書        0 件 

令和７年度はヘルパー訪問中のヒヤリ・ハット、事故報告ともなかったが、業務上ひとりでの対応にな

るため、今後も利用者様に対する声掛けや緊急時の対応についてヘルパー全員で意識の共有を図る

必要がある。 

事業所内研修においては、接遇マナー、緊急時の対応、人権擁護、虐待防止、身体拘束防止、事

故発生時対応・再発防止を取り上げ、年間通じて学ぶ機会を設けている。また、利用者様宅には各利

用者の緊急時の対応マニュアルを作成し、設置している。  
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Ⅱ. 介護老人福祉施設事業  
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「特別養護老人ホーム 梅本の里」 

 

【令和 7 年度まとめ】 

１．総評 

   動画研修や日常的な声掛けを通じて接遇力の向上を図った結果、ご家族への対応が前年度より

丁寧かつ適切なものとなったことは大いに評価できる。  

職員配置においては看護師の退職や長期休暇（傷病）が影響し、年間を通じて人員の適正化が

図れない年となったが、この状況下において現存の看護職員と派遣看護師の採用、介護職員の協

力で業務を補完し、連携が取れたこと及び入居者の生活を守れたことは評価できる。 

人財育成の目標についてはリーダー業務を中堅職員や若手職員へ少しずつ委譲する事ができ、

責任と役割を持つ職員が増やすことができた。 

収支面においては、入退所に伴う空床期間の発生が多くなった為、収入減に繋がり、経営面的に

は打撃を与える結果となった。 

  

２．サービス目標 

①ご家族等との関係再構築 

職員の接遇向上を目的として、定期的な接遇研修及び現場での指導を実施した。言葉遣いや態

度の改善に重点を置いた結果、入居者・ご家族からの信頼が高まり、対応に関する苦情も減少し、ご

家族との関係が少しずつ構築されていった。引き続き、職員一人ひとりの意識向上を図り、質の高い

サービス提供に努める。 

 

 ②職員の意識向上 

職員の意識向上の面として、外部研修に受講する職員が一部の職員に偏りが見られた。今後は、

共育委員会等からも職員に外部研修受講の声掛けを行い、全職員が外部研修を受講し意識向上に

繋げていきたい。 

また、職員との面談は当初目標の年 6 回以上から年 2 回のみの実施になった。しかし、カンファレ

ンス等での呼びかけや普段の声かけ等でコミュニケーションの大切さやチームで介護する方針を職員

も理解し、チームで介護する事の意識付けの礎はできた。  

 

 ③利用者の満足度向上 

花見やとべ動物園への外出企画、余暇支援の時間や手作りおやつの提供の食事企画等を職員が

積極的に企画・運営し、入居者に楽しみとリズムのある生活を提供できた。  

 

④環境整備 

入居者の安全及び職員の負担の点から、ノーリフトケアの導入検討の為の最初の１年として、現状

分析を行った。しかし、職員間での理解度や意識の差も見られ、導入に対する不安や懸念の整理に

時間を要している状況である。 

経年劣化していたフロアのエアコンを修繕・交換したことで快適な施設での生活の維持に繋げたが、

築 30 年以上を経過した設備全般の修繕には予算の関係も含め、全ての修繕には至らず継続課題

となった。 
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３．利用率 

目標利用率 95％に対して 93.9％の結果になった。利用率が目標を下回った要因は、入退所に

伴う空床期間の長期化が主にあり、今後は受入れ調整の迅速化により改善を図る。  

 

（作成責任者：特別養護老人ホーム梅本の里 生活相談員 竹田祥隆）    
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１．事業概要 

 

（１）施設名   特別養護老人ホーム  梅本の里 

 

（２）所在地   松山市北梅本町 1624 番地 1 

 

（３）建物設備の状況 

土地  ６ ,００５ .９８㎡ （ゆにっと・GH 併設） 

建物  ２ ,９９６ .４２㎡ （鉄筋コンクリート造り２階建） 

 

設備 

設   備 室数 床面積 設   備 室数 床面積 

居室 40 室 856.86 ㎡ 相談室 1 室 15.52 ㎡ 

静養室 1 室 16.50 ㎡ 応接室 1 室 13.95 ㎡ 

食堂兼 

機能訓練室 
3 室 423.46 ㎡ 洗濯室 1 室 41.40 ㎡ 

浴室 1 室 69.30 ㎡ 介護材料室 3 室 72.31 ㎡ 

脱衣室 1 室 35.91 ㎡ 事務室 1 室 98.10 ㎡ 

便所 9 室 78.75 ㎡ 地域交流センター 1 室 81.90 ㎡ 

医務室 1 室 16.50 ㎡ ボランティア室 1 室 10.83 ㎡ 

厨房 1 室 88.95 ㎡ 理美容室 1 室 20.79 ㎡ 

介護職員室 2 室 50.14 ㎡ 
その他 

（廊下、階段等） 
 981.53 ㎡ 

休憩室 2 室 23.72 ㎡    

 

 

 （４）居室の状況（ショートステイ部分含む）  

区分 室数 床面積 一人当面積Ａ 

個室 30 室 507.38 ㎡ 16.91 ㎡ 

4 人部屋 10 室 349.48 ㎡ 8.74 ㎡ 

計 40 室 856.86 ㎡ 12.24 ㎡ 
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２．入所者の状況 

（１）入所・退所状況  

                                   （定員５９名）  

在宅 その他 医療機関 計
社会

復帰

家庭

復帰

医療機関

入院

他施設へ

転出
死亡 その他 計

4月 56 0 2 1 3 0 0 0 0 1 0 1

5月 55 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

6月 56 0 1 2 3 0 0 0 0 2 0 2

7月 57 1 0 1 2 0 0 0 0 1 0 1

8月 56 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0 2

9月 57 0 1 1 2 0 0 0 0 1 0 1

10月 56 1 0 1 2 0 0 1 0 2 0 3

11月 57 1 1 0 2 0 0 1 0 0 0 1

12月 58 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

1月 58 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2月 57 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

3月 58 0 1 1 2 0 0 0 2 0 2

計 681 3 7 8 18 0 0 3 0 12 0 15

入所者数

（人）

新規入所者（人） 退　所　者（人）

 

 

（2）収入推移 
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「特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト」  

 

【令和 7 年度まとめ】 

１．総評 

令和 7 年度は、ご家族との意見交換をこれまで以上に行うことができ、入居者の状態が悪化した

際も早期にご家族の意向を確認することで、最期の場面に立ち会える機会の確保や、医療機関・療

養施設などご家族の希望に沿った対応に繋げることができた。継続して入居者とご家族が安心して過

ごせるよう、より多くの意見交換を重ね、支援の質向上に取り組んでいく。  

「いつものキッチン」は入居者・ご家族・知人など幅広く利用されるようになった。特に新規入所者

ご家族の利用率が高い傾向が見られる一方で、利用年数が経った利用者の利用は皆無に等しいと

いう課題もあり、更なる情報発信の工夫の必要性を感じた。 

また、地域交流は継続して実施しているものの回数増加には至っておらず、周辺環境を生かした

活動の拡充には課題が残ったため、今後も「いつものキッチン」を効果的に活用できるよう、引き続き

情報発信と環境整備に努めていきたい。 

 

２．サービス目標 

①ご家族と信頼関係 

面会時に職員が利用者の近況を積極的に伝えることでご家族との関係が深まり、要望も引き出し

やすくなったことで寄せられた意見を踏まえた支援方法の検討が進んだが、一方で職員側に遠慮が

見られたため、今後は職員が専門的視点をより積極的に伝え合える風通しの良い体制を整える。 

 

②施設の特性を生かした関わり 

「いつものキッチン」やデイサービスとの合同行事の参加者は増加しており、入居者・家族の楽しみ

に繋がっている。 

一方で、地域交流は継続できているものの、新たな活動の展開には繋がらず、課題を残した。 

 

３．利用率 

同時期に複数の入院者が発生したことに加え、入退所の調整が円滑に進まなかったため、結果と

して長期の空床が生じてしまい、目標利用率 95％に対し利用率 89％という結果となった。 

 

（作成責任者：特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト  生活相談員 久保誠） 
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１．事業概要 

 

（１）施設名   特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト 

 

（２）所在地   松山市平井町 1287 番地 

 

（３）建物設備の状況 

土地  ９ ,８０５ .０８㎡（デイ併設） 

建物  ４ ,２４３ .６９㎡（木造・鉄筋コンクリート造金メッキ鋼板ぶき地下 1 階 

付き平屋建て） 

設備 

設   備 室数 床面積 設   備 室数 床面積 

居室 39 室 527.90

㎡ 

備蓄倉庫 5 室 57.48 ㎡ 

共同生活室・ 
キッチン 

4 室 363.86 ㎡ 洗濯室 1 室 8.25 ㎡ 

浴室 3 室 27.90 ㎡ 汚物処理室 2 室 8.25 ㎡ 

脱衣室 3 室 42.40 ㎡ スタッフルーム 2 室 69.09 ㎡ 

便所 21 室 79.24 ㎡ ゲストルーム 1 室 21.93 ㎡ 

医務室 1 室 14.00 ㎡ 職員休憩室 1 室 51.95 ㎡ 

介護材料室 2 室 28.22 ㎡ エントランスルーム・廊下 1 室 617.33 ㎡ 

リネン庫 1 室 14.00 ㎡ その他  2,311.89 ㎡ 

 

 （４）居室の状況（ショートステイ部分含む）  

区分 室数 床面積 一人当面積Ａ 

ユニット型個室 38 室 514.9 ㎡ 13.55 ㎡ 

ユニット型個室 1 室 13.0 ㎡ 13.00 ㎡ 

合計 39 室 527.9 ㎡ 13.54 ㎡ 
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２．入所者の状況 

（１）入所・退所状況  

                                                   （定員２９名）  

在宅 その他 医療機関 計
社会

復帰

家庭

復帰

医療機関

入院

他施設へ

転出
死亡 その他 計

4月 27 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

5月 27 1 0 1 2 0 0 0 1 0 1 2

6月 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7月 28 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

8月 27 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

9月 27 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 2

10月 25 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

11月 26 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

12月 26 2 0 0 2 0 0 1 0 1 0 2

1月 27 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

2月 27 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1

3月 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 321 8 0 1 9 0 0 5 2 2 1 10

入所者数

（人）

新規入所者（人） 退　所　者（人）

 

 

（2）収入推移 
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「特別養護老人ホーム 梅本の里ゆにっと」 

 

【令和 7 年度まとめ】 

１．総評 

面会時等において生活状況や体の状態、日々の様子について説明して情報共有を行ったことから、

ご家族と信頼関係の構築ができた。その中で伝え方、伝わり方が相違するケースもみられたことの課

題もあり、再度接遇マナーの向上が必要と感じた。  

また職員間でのケアの統一性にばらつきがあり、ユニット内の職員で統一したケアを提供できる体

制づくりを検討していく必要がある。 

利用者については、少人数ではあるがタオル畳み等をしてもらいその方に役割を持ってもらうことで

生きがいを感じてもらうことができたが、全体的な役割づくりについて課題が残した。 

 

２ .サービス目標 

①ユニットケアの取り組み 

ユニットケア未経験者も多くなっているため、知識と技術の向上を目標としていたが、研修の実施

に至らず、ユニットリーダーを中心に現場での実践を通じて学びに止まり、利用者主体のケアへの移

行を実践することができなかった。 

 

②職員の接遇マナーの向上  

接遇マナー向上に対する研修の実施には至らなかったが、面会時などにご家族と情報共有を職

員一人ひとりが実践したことで大きなトラブルに繋がることはなかった。ただ、利用者に対しての声掛

けが荒くなることがあり、接遇マナーの向上については継続していく必要性がある。 

 

③個別ケア 

利用者一人ひとりにタオル畳み等、役割を持ってもらい、生きがいを作ることができた。しかし、レク

リエーション等はユニットの利用者全員で花見に行くなどの集団ケアが主となってしまい、個別ケアに

向けることには至らなかった。利用者のニーズの引き出し方等を職員間で検討し個別ケアに移行する

方法を検討する必要がある。 

 

３．利用率 

医療機関、居宅介護支援事業所との情報共有から連携強化に取り組んだが、経済的負担が大き

いという理由で併設する従来型特養を希望される方が多く、空床期間が長くなったことを要因とし、

目標利用率 95％に対し 85.5％で目標を大きく下回る結果となった。 

 

（作成責任者：特別養護老人ホームゆにっと 生活相談員 仲村竜哉） 
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１．事業概要 

 

（１）施設名   特別養護老人ホーム梅本の里ゆにっと  

 

（２）所在地   松山市北梅本町 1624 番地 1 

 

（３）建物設備の状況 

土地 ６ ,００５ .９８㎡（特養・GH 併設） 

建物 ２ ,９４５ .７２㎡（鉄骨造一部鉄筋コンクリート造り地上３階建地下１階） 

 

設備 

設   備 室数 床面積 設   備 室数 床面積 

居室 40 室 576.92 ㎡ 備蓄倉庫 1 室 12.32 ㎡ 

共同生活室・  

キッチン  
4 室 201.00 ㎡ 洗濯室 1 室 24.03 ㎡ 

浴室 6 室 93.13 ㎡ 汚物処理室 2 室 8.99 ㎡ 

脱衣室 6 室 67.35 ㎡ 汚物集積室 1 室 13.46 ㎡ 

便所 22 室 110.61 ㎡ スタッフルーム 2 室 30.27 ㎡ 

医務室 1 室 12.44 ㎡ ゲストルーム 1 室 11.59 ㎡ 

機能訓練室 1 室 12.55 ㎡ 霊安室 1 室 11.45 ㎡ 

相談室 1 室 7.04 ㎡ 職員休憩室 2 室 27.07 ㎡ 

介護材料室 1 室 6.10 ㎡ 
レクリエーションホー

ル兼会議室 1 室 220.91 ㎡ 

リネン庫 1 室 7.20 ㎡ その他  1491.29 ㎡ 

 

 （４）居室の状況（ショートステイ部分含む）  

区分 室数 床面積 一人当面積Ａ 

ユニット型個室 40 室 576.92 ㎡ 14.42 ㎡ 
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２．入所者の状況 

（１）入所・退所状況  

                                   （定員３０名）  

在宅 その他 医療機関 計
社会

復帰

家庭

復帰

医療機関

入院

他施設へ

転出
死亡 その他 計

4月 27 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

5月 27 1 0 1 2 0 0 0 1 0 1 2

6月 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7月 28 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

8月 27 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

9月 27 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 2

10月 25 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

11月 26 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

12月 26 2 0 0 2 0 0 1 0 1 0 2

1月 27 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

2月 27 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1

3月 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 321 8 0 1 9 0 0 5 2 2 1 10

入所者数

（人）

新規入所者（人） 退　所　者（人）

 

 

（2）収入推移 
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Ⅲ. 認知症対応型共同生活介護事業  
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「グループホーム梅本の里」 

 

【令和 7年度のまとめ】 

１．総評 

今年度は、管理者交代に伴う引継ぎ不足から現場が混乱し、ケアプラン作成の遅れや記録の不備等によ

り、ご家族に多大なご迷惑をかけ、信頼を損なった部分があった。 

また、年間を通じて外部研修への参加がほとんどできず、職員の知識・技術向上の機会を十分に確保でき

なかったことも反省点である。 

一方で、職員 2 名の増員により、慢性的な人員不足は解消され、ケアの安定化に向けた基盤づくりは進ん

だ設備面では経年劣化による故障が相次ぎ、必要な交換・修繕を順次実施したものの、依然として改修が必

要な箇所が残っており、次年度も継続的な対応が求められる。 

利用率については転倒による骨折での長期入院や重度化による退去１名、持病悪化による入院からの退

居者 1 名、他施設への入居が決まった方 1 名の退居があり、他事業所の介護支援事業所からの紹介や入

居申込待ちの方から順に入居していただき空室の期間の短縮に努めたものの、利用率目標には届かなかっ

た。 

総じて、反省点の多い 1 年あったが、課題が明確になったことで、次年度に向けた改善の方向性が見えた

1年でもあった。 

 

２．サービス目標 

①ケアプランを通じたケアの充実 

ケアプランに沿ったケアの統一化については一定の成果が見られた。しかし、ケアプランの根拠となる記録や

モニタリングが不十分だったことや記録の質向上・正確なモニタリング・ケアプラン作成の遅延防止が課題となっ

た。 

 

②職員研修の実施 

外部での対面研修にはほとんど参加できなかったが、YouTube等を利用したオンライン研修には取り組み、

一定の学びを得ることができた。ただし、体系的な研修計画の不足が課題であり、計画的な研修参加と内部研

修の強化が必要である。 

 

③老朽化による設備、備品の買い替え 

経年劣化のより、破損したエアコンやベッドなど順次買い替えることができた。また、18部屋のうち、14部屋

がまだ手動ベッドの為、順次電動ベッドに入れ替え、入居者の状態に合わせた生活ができるよう環境を整える

必要がある。 

 

３．利用率 

入居待機者の担当ケアマネジャーとの連携を図り、なるべく早く入居できるように取り組んでいたが、感染症の

影響から退居後の居室改装に時間がかかり、早期入居に影響を及ぼした。 

また、入居者の入院後は家族との連絡も密にとり、状況把握を行ったが、長期入院のケースが影響し、利用

率目標 97％に対し利用率 95％となり、2ポイント下回る結果となった。 

 

（作成責任者：グループホーム梅本の里 管理者 小川 真弘） 
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１.事業概要 

 

（１）施設名  グループホーム 梅本の里 

 

（２）所在地  松山市北梅本町 1624番地 1 

 

（３）建物設備の状況 

土地 ６,００５.９８㎡（特養・ゆにっと併設） 

建物   ７１９.５０㎡（鉄筋コンクリート造り３階建） 

設備 

設   備 室数 床面積 設   備 室数 床面積 

居室 1 16室 196.32㎡ 洗面所 1 16室 40.32㎡ 

居室 2 2室 35.32㎡ 洗面所 2 2室 5.36㎡ 

押入 18室 14.58㎡ 洗濯室 2室 17.68㎡ 

事務室 2室 14.58㎡ 倉庫 2室 47.05㎡ 

食堂 2室 118.50㎡ トイレ 4室 10.00㎡ 

リビング 2室 28.05㎡ 調理室 2室 14.72㎡ 

浴室 2室 13.12㎡ その他  122.60㎡ 

脱衣室 2室 10.10㎡    

休憩室 1室 31.20㎡    

 

 （４）居室の状況 

区分 室数 床面積 一人当面積 

個室１ 16室 249.60㎡ 15.60㎡ 

個室２ 2室 42.30㎡ 21.15㎡ 

計 18室 291.90㎡ 16.22㎡ 
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２.入所者の状況 
（１）入所・退所状況                      

                                        (定員１８名) 

在宅 その他 医療機関 計
社会

復帰

家庭

復帰

医療機関

入院

他施設へ

転出
死亡 その他 計

4月 18 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1

5月 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6月 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7月 18 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

8月 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9月 18 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

10月 17 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

11月 18 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

12月 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1月 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2月 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3月 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 214 3 0 0 3 0 0 0 3 0 0 3

入所者数

（人）

新規入所者（人） 退　所　者（人）

 
 

（2）収入推移 
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Ⅳ. ケアハウス事業 
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「ケアハウス梅本の里」 
 

【令和 7年度 まとめ】 

１．総評 

令和 7 年度は、入居者の生活の質を高めることと、施設運営を安定させることを目標に、日々の支援を積み

重ねた一年であった。 

特に、入居者一人ひとりの状態に合わせた個別支援を丁寧に行いながら、年間を通して入居率 98％という

高い水準を維持できたことは、大きな成果といえる。 

具体的には、入居者の心身の変化をこまめに把握し、ケアマネジャーや家族と連携しながら必要な支援体制

を整えた。また、状況に応じて介護サービスを追加したり調整したりすることで、入居者が安心して生活を続けら

れる環境づくりにつながった。 

さらに、退居があった際には速やかに入居調整を行い、空室期間をできるだけ短くすることができた。 

これらの取り組みにより、入居者の生活の安定と、施設運営のスムーズさの両方を実現できた。 

 

２．サービス目標  

①生活相談 

ケアハウスでは適宜生活相談を行い、ケアマネジャー・ご家族と相談をし、本人も納得できる適切な介護サー

ビスの利用を勧める事が出来た。 

各介護サービスを利用しながら、ケアハウスでの生活継続をすることに繋がっている。 

  

②健康管理  

健康管理の面では、夏季に新型コロナ感染者が 5 名発生し、うち 2 名が入院するという課題はあったが、発

生直後から全入居者の検温を 1 日 2 回実施し、体調変化の早期把握と感染拡大の抑制に努めたことで、クラ

スター化を防ぐことができた。 

 

③施設内外行事の充実と地域行事への参加 

菜園活動や施設外行事を通して他者との交流を増やし、生活の中で楽しみや生きがいが良好な人間関係の

構築や生活意欲の維持向上に繋がるよう取り組めた。 

 

④施設設備の修繕 

経年劣化による修繕が多く発生したが、その都度適切に対応し、安全で快適な生活環境を維持することがで

きた。令和 8年度も継続的な修繕が必要と見込まれるため、計画的な設備管理が重要となる。 

 

３．利用率 

令和 7 年度は上半期の入居率が特に安定しており、5 ヶ月間満床が続いた。下半期に退居が続いたが、速

やかに入居調整を行い空室を埋める事ができたことから目標率 98％に対し 98％の結果を残し、目標を達成し

ている。 

 

（作成責任者：ケアハウス梅本の里 生活相談員 一井善光） 
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１．事業概要 
 

（１）施設名  軽費老人ホーム（ケアハウス）梅本の里 

 

（２）所在地  松山市北梅本町 1624番地 1 

 

（３）建物設備の状況 

土地  １,０２７.００㎡ 

  建物  １,８８８.０３㎡ （鉄筋コンクリート造り５階建） 

設備 

設   備 室数 床面積 設   備 室数 床面積 

居室 30室 675.90㎡ 機能訓練室 1室 252.45㎡ 

食堂 1室 82.92㎡ 更衣室 1室 8.11㎡ 

浴室 2室 67.67㎡ 娯楽室 1室 86.05㎡ 

洗面脱衣所 1室 35.64㎡ 談話室 2室 52.88㎡ 

洗濯室 1室 82.73㎡ その他  390.79㎡ 

トイレ 8室 66.89㎡    

事務室・相談室 2室 48.70㎡    

宿直室 1室 12.04㎡    

ゲストルーム 1室 10.56㎡    

会議室 1室 14.70㎡    

 

 （４）居室の状況 

区分 室数 床面積 

居室付属設備 

洗面所 便所 
調理設

備 
その他 

個室 30室 675.80㎡ 有 有 有  
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２.入所者の状況 
（１）入所・退所状況  

                                        （定員３０名） 

在宅 その他 医療機関 計
社会

復帰

家庭

復帰

医療機関

入院

他施設へ

転出
死亡 その他 計

4月 29 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

5月 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6月 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7月 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8月 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9月 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10月 26 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3

11月 28 2 0 0 2 0 0 0 1 0 0 1

12月 29 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

1月 29 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1

2月 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3月 30 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

計 345 5 0 1 6 0 1 1 3 0 0 5

入所者数

（人）

新規入所者（人） 退　所　者（人）

 
 

（２）介護認定による内訳            

（令和 8年３月３１日現在） 

自立 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 計

65～69歳 0 0 0 0 0 0

70～74歳 0 0 0 1 1 2

75～79歳 1 2 2 0 0 5

80～84歳 3 3 1 0 0 7

85歳以上 8 2 1 5 0 16

入所者計 12 7 4 6 1 30
 

内訳：男性  14名        平均年齢 男性 81.6歳 

女性  １６名               女性 86.5歳 
 

 

 

 

 

 



 

  

- 44 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ.短期入所生活介護事業 
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「短期入所生活介護 梅本の里」 

 

【令和 7年度のまとめ】 

１．総評 

特養同様、動画研修や日常的な声掛けを通じて接遇力の向上を図った結果、ご家族への対応が前年度より

丁寧かつ適切なものとなったことは大いに評価できる。 

職員の資質は少しづつであるが向上し、その成果に伴って居宅介護支援事業所等からの利用相談も増加し、

長期利用者の受け入れに繋がったが、突発的な空床に対する迅速な調整や新規の短期利用者の確保が不十

分であり利用率の低下につながった。 

 

２．サービス目標 

①利用者の満足度向上 

短期入所利用者の中で、心身状態が安定している方を対象に、職員の見守りの下、洗濯物畳みや、整理整

頓を手伝っていただいた。引き続き、安全面に配慮しながら、利用者の主体性を尊重した支援に努め、生活意欲

の向上に努める。 

  

②職員の資質向上 

全般的には、職員の接遇に関する資質は向上していると感じる。しかし、一部の職員の利用者への声掛けにお

いて配慮を欠く表現や事務的な対応が見られるなどの課題が残ったことから、職員への接遇意識の向上を図る

為の研修の実施や振り返りの機会を設け、利用者本位の関わりの徹底を進める必要性がある。 

また、職員間の発信、伝達が不十分な為、利用者の情報が共有できていないことがあり、確実な情報伝達が

行える体制を構築していく課題が残った。 

 

３．利用率 

目標利用率 85％に対し利用率 81.8％と目標を下回る結果となってしまった。主な要因として、長期利用者

の積極的な受け入れにより新規の短期受け入れ枠が限定された事、並びに利用者の入院や体調不良に伴う急

なキャンセルが重なり、空床期間が発生した事があげられる。 

 

（作成責任者：短期入所生活介護 梅本の里 生活相談員 竹田 祥隆） 
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１．利用状況 
(１)利用実績表 

                                      （定員１１名） 

要支援

1・2
要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

4月 10 245 8.2 0 1 3 2 2 2 74.2

5月 12 277 8.9 0 2 3 2 3 2 81.2

6月 10 240 8.0 0 1 3 2 2 2 72.7

7月 13 278 9.0 0 2 2 3 4 2 81.5

8月 12 295 9.5 0 1 3 3 4 1 86.5

9月 10 260 8.7 0 0 3 2 4 1 78.8

10月 13 291 9.4 0 0 4 4 4 1 85.3

11月 12 269 9.0 0 1 4 2 4 1 81.5

12月 10 258 8.3 0 1 3 2 3 1 75.7

1月 12 270 8.7 0 1 3 2 3 3 79.2

2月 14 294 10.5 0 1 2 3 4 4 95.5

3月 16 309 10.0 0 2 1 5 4 4 90.6

計 144 3,286
9.0

（平均値）
0 13 34 32 41 24

81.9

（平均値）

介　護　保　険　利　用（人）

利用率

（％）実人数

利用者要介護度別内訳

1日平均延人数

 
 

  （２）収入推移 
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「梅本の里サテライト・ショートステイ」 

 

【令和 7年度まとめ】 

１．総評 

ショートステイ利用中のご家族の面会が増え、利用者の様子を直接確認していただくことで、ご本人・ご家族と

もに安心して過ごせる場面が多く見られた。 

また、ご家族から日頃の様子やご意見を伺う機会も増え、支援内容の充実につながった。 

さらに、ショートステイ利用前や利用中に「いつものキッチン」を利用される方も増加しており、ショートステイ利

用への意欲向上や、ご家族との時間の確保など、良い効果が確認できた。 

 

２．サービス目標 

①情報共有 

事前に得ている情報だけでなく、面会に来られたご家族からの新たな情報も適切に整理し、利用者の状態に

応じて現在の介助方法が適切かどうかを職員間で随時検討できている。必要に応じて介護方法の写真を活用

しながら情報共有を行い、介助方法の見直しや統一を図る取り組みを継続している。 

 

②活動内容の充実 

利用者の生活リズムに合わせて、手作業、音楽鑑賞、休息など多様な活動を提供し、タオルたたみや掃除

など役割を持てる取り組みも行ったことで、やりがいや意欲の向上につながった。 

また、同敷地内のデイサービスとの合同行事や地域行事への参加により、利用者同士や地域の子どもたちと

の交流が広がり、活動意欲の向上が見られた。 

これらの取り組みは効果が見られたため、今後も継続していきたい。 

 

３．利用率 

新規利用のリピーターが増え、さらに空き部屋を利用した、長期利用者の受け入れを行うことで利用率向上

に繋がった。しかし、長期利用者終了後の入れ替えが思うように進まず、利用調整に課題が残ったことから、目

標 85％に対し利用率 83.5％の結果で、1.5ポイント目標に届かなかった。 

 

（作成責任者：特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト 生活相談員 久保誠） 
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１．利用状況 
(１)利用実績表  

（定員１０名） 

要支援

1・2
要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

4月 27 245 8.2 1 7 8 7 1 3 81.7

5月 26 245 7.9 1 6 7 7 2 3 79.0

6月 24 246 8.2 3 5 5 7 1 3 82.0

7月 26 292 9.4 0 7 5 8 2 4 94.2

8月 26 278 9.0 0 7 7 7 2 3 89.7

9月 25 264 8.8 0 7 6 7 2 3 88.0

10月 24 256 8.3 0 7 7 5 0 5 82.6

11月 26 255 8.5 0 8 7 8 0 3 85.0

12月 26 249 8.0 1 8 6 8 0 3 80.3

1月 26 243 7.8 1 8 6 7 0 4 78.4

2月 24 235 8.4 1 8 5 7 0 3 83.9

3月 26 242 7.8 2 10 6 5 0 3 78.1

計 306 3,050
8.4

（平均値）
10 88 75 83 10 40

83.6

（平均値）

介　護　保　険　利　用（人）

利用率

（％）実人数 延人数 1日平均

利用者要介護度別内訳

 
     

 （2）収入推移 
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「ショートステイ 梅本の里ゆにっと」 

 

【令和 7年度まとめ】 

１．総評 

利用者や関係者の方との連携をしっかりとることにより本人の状態を把握することができ、安心して過ごせる環

境を提供できた。 

ただ、利用者のニーズに合わせたレクリエーションの充実を図ったが、個別ケアの定着が十分とは言えず、支

援内容にばらつきがみられる点があり、ニーズの引き出し方や個別レクの提供方法等の再検討が必要となった。 

長期利用の方も増え、ご家族の面会が増えてきている中で、ご家族とのコミュニケーションをしっかりと図り、情

報共有を行うことができたことから、ご家族にも安心感を与えることができた。 

しかし、利用者への声掛け等職員ごとの対応にばらつきがみられ、統一した丁寧な対応の徹底は図れず、接

遇マナーの再確認や職員間での意識統一を図る等接遇面の向上が課題として残った。 

 

２．サービス目標 

①接遇マナーの向上 

研修の実施には至らなかったが、送迎時や面会時に一人一人が言葉遣いなどを意識し対応することができ、

ご家族からの信頼向上に繋がった。しかし、利用者に対する言葉遣いや対応姿勢に問題がある場面があった為、

改善策を検討する必要がある。 

 

 ②レクリエーションの提供 

気分転換がしたいという利用者の希望等もあり、気候に合わせて敷地内の駐車場へ職員とともに散歩を実施

し、楽しみの一つとして提供することができた。しかし、レクリエーションの定着とまではいかず、定着するための方

法など来年度への課題となった。 

 

３．利用率 

定期利用や長期利用の利用者や関係者の方との信頼関係は面会時や送迎時に情報共有を行うことでより

良い関係を作ることができたが、定期利用者の入院や施設入所により利用率の低下を招いてしまい利用率目

標 85％に対し 68.4％と大幅に目標を下回った。 

 

（作成責任者：ショートステイ梅本の里ゆにっと 生活相談員 仲村竜哉） 
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１．利用状況 
（１）利用実績表                            

（定員１０名） 

 

要支援

1・2
要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

4月 17 171 5.7 1 6 2 5 2 1 57.0

5月 17 190 6.1 2 3 2 7 1 2 61.3

6月 17 182 6.1 1 5 2 6 1 2 60.7

7月 13 155 5.0 0 2 1 7 2 1 50.0

8月 17 221 7.1 2 3 2 7 2 1 71.3

9月 18 221 7.4 1 4 4 4 4 1 73.7

10月 17 244 7.9 2 4 2 5 3 1 78.7

11月 16 228 7.6 1 4 1 6 3 1 76.0

12月 18 195 6.3 0 4 1 8 5 0 62.9

1月 17 252 8.1 1 2 1 9 3 1 81.3

2月 20 214 7.6 1 5 2 9 3 0 76.4

3月 17 226 7.3 0 4 1 9 2 1 72.9

計 204 2,499
6.9

（平均値）
12 46 21 82 31 12

68.5

（平均値）

介　護　保　険　利　用（人）

利用率

（％）実人数 延人数 1日平均

利用者要介護度別内訳

 
 

（2）収入推移 
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Ⅵ.通所介護事業 
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「デイサービス 梅本の里」 
 

【令和 7年度まとめ】 

１．総評 

ごちゃまぜ福祉の拠点としての「つながり」を意識した開かれた施設運営を目指した取り組みを行った。 

日々地域の方をはじめ、レストラン・銭湯来客者、近隣園児・学生、ボランティアの様々な方が「いつもの‐

itsumono-」を自由に行き来され、交流や楽しみの機会となっている。 

サービス内容として、施設内通貨「うーめ」を活用した常設うーめ販売所や、いつもの雑貨屋さんで使う楽しみ

の提供やリハビリ、お手伝いを通しての貯める支援により一定数の生きがいづくりに繋がっている。 

 

２．サービス目標 

①援助技術の向上から「うーめ」の収入・支出のバリエーションを増やす取り組み 

うーめを稼ぐためのリハビリの機会として各利用者の心身状態や生活環境に合わせた日常生活訓練に努めた

が、全利用者へ向けての対応までには至らず、今後も継続課題として取り組む。 

4 月から常設のうーめ販売所を設置し、手作業が得意な利用者を中心に肩たたき棒や手提げ袋などの複数

の商品が陳列され、作成する利用者の生きがいづくりにも繋がっている。合わせて、定期開催のいつもの雑貨屋

さんでは、衣類や生活雑貨などを販売することで毎回好評を得ており、施設通貨「うーめ」の活用が図れている。 

 

②他事業所と相互に連携 

就労支援事業所の利用者やショートステイの送迎を各事業で協力しながら共同送迎を行い、各事業の利用

者が送迎を通して、利用中の会話など交流の機会にも繋がっている。託児所との交流を 2 ヶ月おきで行い、子

供たちとの触れ合いを通してデイサービス利用者の満足度向上にもなった。 

 

③地域の拠点となる取り組み 

ごちゃまぜ福祉の取り組みを通して、保育園や小学校、中学校との見学会や交流会の実施や多くのボランテ

ィアの方に来て頂き、エントランス等を活用した演奏会を実施することで、デイサービス利用者からサテライト特

養利用者、地域の方、レストラン・銭湯来客者など自由に参加して頂いている。 

 

３．利用率 

包括支援センターや居宅介護支援事業所からの問い合わせも多く、随時利用状況を確認しながら受け入れ

を行っていたが、下半期にデイ小梅の閉鎖が決定したことに伴い、小梅利用者の移行希望の受け入れに向けて

外部からの新規受け入れをストップしたことが影響し、目標利用率 31 名／日に対し利用率 29．1 名／日と目

標を達成する事が出来なかった。 

 

(作成責任者：デイサービス梅本の里 所長 佐伯誠) 
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１．利用状況 

(１)利用実績表                                  
 （定員４５名） 

要支援

1・2
要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

4月 83 816 26 31.4 26 30 11 8 3 5 101.2

5月 80 812 27 30.1 26 27 11 9 3 4 97.0

6月 76 694 25 27.8 21 26 11 11 3 4 89.5

7月 76 760 27 28.1 22 25 12 10 3 4 90.8

8月 76 737 26 28.3 22 27 10 11 3 3 91.4

9月 83 751 26 28.9 23 31 12 11 3 3 93.2

10月 84 765 27 28.3 23 32 10 13 2 4 91.4

11月 85 737 25 29.5 24 33 11 11 2 4 95.1

12月 84 762 27 28.2 24 33 11 9 3 4 91.0

1月 80 664 24 27.7 23 31 12 8 2 4 89.2

2月 82 691 24 28.8 24 32 12 8 2 4 92.9

3月 90 839 26 32.3 27 38 12 8 1 4 104.1

計 979 9,028 310
29.1

（平均値）
285 365 135 117 30 47

93.9

（平均値）

介　護　保　険　利　用

利用率

（％）実人数 延人数
稼働日数

（日）

1日平均

（人）

利用者要介護度別内訳（人）

 
 

（2）収入推移 
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「デイサービスセンター梅本の里・小梅」 
 

【令和 7年度まとめ】 

１．総評 

コロナ禍前の地域でのランドマークタワー的役割を取り戻すべく職員体制を変更や開所日の短縮に取り組み、

小梅の特性である「託児所との空間」を最大限活かした「アットホーム（サードプレイス）で賑やかな空間」を目指

したが、コロナ禍以降の利用者の生活様態の変化や地域ニーズの変動も重なり、十分な成績の改善には至ら

なかった。 

その結果、デイサービスセンター梅本の里・小梅は地域に支えられ、多くの利用者の生活を共に歩んできたが、

今後の法人全体の安定経営と運営を目指すため、令和 7 年度末をもって 14 年間の歴史に幕を下ろすことと

なった。 

最後の事業報告まとめとなるが、14 年間を支えて下さった地域、ご利用者とそのご家族、他事業所の方々、

そしてデイサービス小梅の運営を担ってくれた多くの職員に心よりの感謝を申し上げたい。 

 

２．サービス目標 

①男性用浴室浴槽改修 

改修を繰り返してきた檜風呂が限界を迎えていたため、ケアの質の維持を図るために一般個浴への改修を図

り、サービスの低下に繋がらないよう取り組んだ。 

 

②アットホーム（サードプレイス）で賑やかな空間の中で 

かつての賑わいを解き戻すべく、開設当初より取り入れている施設内通貨「うーめ」を用いたサービスの向上

と、小梅の特性である託児所との共同による生きがいづくりと役割づくりで充実した時間を提供することを目指し

たが、内容など一定の目標は達成したが、その環境が大幅な利用の改善には向けられなかった。 

 

③地域における小梅の役割 

駄菓子屋の再開、小梅のエントランスホールの開放、平井商店街夜市、地方祭などの地域行事への積極的

な参加を図った。その結果、地域の子供たちが立ち寄れる場としての役割については一定の結果を残せた。 

 

④小梅 3事業による合同委員会の運営 

小梅 3 事業所（デイ・居宅・訪問介護）合同で設置運営している「虐待防止委員会」と「感染症対策委員会」

を情報共有や連携を図りながら開催した。 

定期的な必須研修では基礎から学び直すことや復習に繋げ、委員会では在宅 3 部門での異なる視点による

知識を高められた。 

 

３．利用率 

総評のとおり、抜本的な体制変更を行い、目標達成を目指して様々な取り組みを行ったが、大きな利用率改

善には繋れなかったことや、事業廃止決定以降の利用者の異動による利用者減も影響し、目標利用率 31 名

／日に対し利用率 21．1名／日の結果となった。 

 

(作成責任者：統括施設長 野本 浩二) 

 

 



 

  

- 55 - 

 

１．利用状況 
(１)利用実績表                                                  

（定員４５名） 

要支援

1・2
要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

4月 64 691 26 26.6 19 27 13 4 3 2 85.7

5月 61 679 27 25.1 18 27 12 4 1 3 81.1

6月 59 578 25 23.1 19 26 8 5 0 4 74.6

7月 56 627 27 23.2 19 24 9 5 0 4 74.9

8月 58 579 26 22.3 18 25 8 6 1 4 71.8

9月 61 585 25 23.4 19 24 10 4 1 4 75.5

10月 55 624 27 23.1 20 22 9 4 1 3 74.6

11月 56 515 26 19.8 18 21 9 3 1 3 63.9

12月 52 575 26 22.1 18 19 9 2 1 2 71.3

1月 50 441 24 18.4 17 20 9 1 1 2 59.3

2月 45 378 24 15.8 13 17 7 2 0 2 50.8

3月 36 260 26 10.0 10 10 7 1 0 2 32.3

計 653 6,532 309
21.1

（平均値）
208 262 110 41 10 35

68.0

（平均値）

介　護　保　険　利　用

利用率

（％）実人数 延人数
1日平均

（人）

利用者要介護度別内訳（人）
稼働日数

（日）

 
 

（2）収入推移 
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Ⅶ.訪問介護事業 
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「訪問介護事業」 
 

【令和 7年度まとめ】 

１．総評 

令和 7 年度において登録ヘルパーが 1 名入職したが、正職員１名が他部署へ異動になり、利用件数の増

加には繋がらなかった。 

ここ数年の懸案事項である IT を活用した記録や情報共有についても、法人全体のシステム変更を待つ状況

で、特に進捗はみられていない。 

研修については前年度に引き続き、個別計画に沿った研修を行った。また、可能な限り外部研修にも参加し、

ヘルパー会等で共有した。 

委員会の参加については、小梅拠点で虐待防止委員会、感染防止対策委員会をそれぞれ年 2回開催、感

染症および災害発生時の事業継続計画についても事業所内での周知と行動訓練を実施した。 

 

２．サービス目標 

①人財育成・事業所体制の充実 

正職員 1 名が他部署へ異動、登録ヘルパー１名が入職はあったが、人員において大きな変化なく、小規模

事業で推移したが、登録ヘルパーの稼働率は依然低いままで、利用件数も伸び悩んでいる。 

訪問介護事業は介護報酬の減額も重なって収益は伸びず、事業自体の存続の危機がより深刻化している。 

 

②記録業務の効率化・省資源化 

令和 8 年度の法人全体の介護ソフト変更に向けて、訪問介護事業として情報共有のしやすいツールの研究

を行ってきたが、現在法人としての決定を待つところであり、特に進捗はみられていない。 

紙媒体の記録ツールについては改善を図り、維持して少しでも業務の無駄を減らしていく。 

 

③委員会活動及び事業継続計画の検証 

小梅拠点の 3 事業所で虐待防止委員会、感染対策委員会それぞれ年 2 回開催した。活動・研修等は自

事業所内で行い、委員会の場で共有した。 

又、感染症および災害発生時の事業存続計画については、事業所内での周知と行動訓練を実施し、状況に

応じた改定を加えた。 

 

３．利用率 

令和７年度も収支減の結果となった。生活援助サービスは目標値に大きく届かなかったが、介護報酬の減額

により、今後は身体介護を含むサービスを増やす必要がある。 

 

〇訪問介護事業 

身体介護を含むサービス  目標 5時間/日→4.9時間/日 

生活援助サービス      目標 6時間/日→2.5時間/日  

     〇総合事業             目標 6時間/日→6.3時間/日 

 

（作成責任者：訪問介護事業 梅本の里 管理者 村上 美香） 
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１．利用状況 

(１)利用実績表 

   

要介護 要支援

4月 53 338 356:20 22 31

5月 55 395 418:00 22 33

6月 53 355 374:20 21 32

7月 52 373 394:50 21 31

8月 52 358 378:15 21 31

9月 47 339 361:05 18 29

10月 46 328 348:45 18 28

11月 44 281 293:25 16 28

12月 44 298 316:55 16 28

1月 45 287 304:50 19 26

2月 47 305 323:35 21 26

3月 48 335 356:00 20 28

計 586 3,992 4226:20 235 351

実人数
実人数 回数 延時間

 
 

   

年間合計 1カ月平均 年間合計 1カ月平均 １日平均

要介護 235名 19名 2,039件 169件 5件

要支援 351名 29名 1,953件 162件 ５件

利用者数 活動回数

 
（2）収入推移 
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Ⅷ.居宅介護支援事業 
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「居宅介護支援事業所 梅本の里」 

【令和７年度まとめ】 

１．総評 

令和 7 年度も 4 名体制により、安定したサービス提供を継続することができた。主任介護支援専門員が１名

増えたことで、事業所としての専門性向上にも一定の成果が見られた。 

一方で、4 名の雇用形態は正職員１名・嘱託２名・パート１名で固定化しており、業務の継続性や責任分担、

将来的な体制維持の観点から課題が残る。中長期的な人財確保については、法人全体の収支状況を踏まえ

昨年度は見送りとなったが、今後を見据えるとその必要性は依然として高く、次年度以降の検討課題として継続

している。 

スキルアップについては、各職員が事例検討や興味のある研修に継続的に参加し、専門性向上に努めた。こ

れにより、個々の視点や捉え方の幅が広がり、支援の質の向上につながる取り組みが進んでいる。 

 

２．サービス目標 

必要な研修や情報共有の機会を活用し、多面的な視点や考え方を学び、支援に活かすことを目標とした。ま

た、新たな役割分担を導入し、業務の属人化解消を図った。 

 

①居宅内業務の役割分担の見直し 

見直し項目４つのうち、２つ（予防請求の取りまとめ・研修参加の取りまとめ）については新たな役割分担として

実施した。残る２つについては、令和８年度も引き続き取り組む予定である。 

 

②BCP計画の見直し・作成 

研修および机上訓練を実施し、見直しが必要な事項について再確認と共有を行うことができた。 

 

③ケアマネジメント・ケアプランの質の向上 

定例会や研修参加を通じ、テーマを設定したうえで各自のプランを持ち寄り、相互に参考とする機会を設けた。

アセスメントは奥が深く、経験を重ねるほど学び直しの必要性を感じることを、各職員が改めて認識した。 

 

３．利用率 

介護：86件／月（目標 105件/月） 支援：３７件／月（目標４０件/月） 

 

当初の目標は後期に１名増員した場合を想定の為、４名体制で令和 8 年度目標を参照すると、介護は「か

ろうじて到達」、予防は「到達」。ただし終了・休止による変動を考えると、いずれも安定達成とは言えず、実質的

に「かろうじて」の結果となった。 

 

（作成責任者：居宅介護支援事業所 管理者 丹下 明子） 
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１．利用状況 
(１)利用実績表                        

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

4月 127 24 15 44 18 10 12 4

5月 125 24 14 42 18 12 10 5

6月 125 25 15 41 16 14 9 5

7月 125 25 14 42 16 14 10 4

8月 126 24 15 44 15 14 10 4

9月 122 23 15 42 16 13 11 2

10月 119 22 12 43 16 14 10 2

11月 125 22 12 44 18 15 10 4

12月 126 23 15 44 17 13 10 4

1月 119 22 12 44 15 13 9 4

2月 118 24 12 44 13 11 9 5

3月 122 25 12 45 13 12 9 6

計 1,479 283 163 519 191 155 119 49

要　介　護　度　別　内　訳
件数

 
  

 （2）収入推移 
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Ⅸ.障害事業 
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「就労継続支援（B型）いつもの」 
 

【令和 7年度まとめ】 

１．総評 

   新規利用者獲得に向け、利用者の特性に合わせた活躍の場を見出すために、学校の夏休みに合わせて「い

つものだがしや」をオープンし、値札貼りポップ広告などの作成など、仕事内容の拡大を図った。 

又、いつもの農園で野菜栽培を利用者の仕事として幅を拡げ、「いつものキッチン」での野菜販売も好評を得

ている。キッチンの利用を含め、働く場としての営業利益はある程度安定したことから、利用者の工賃の引き上

げも達成することが出来ている。 

ただし、新規利用者の獲得には苦戦しており、就労支援事業所としての安定経営においては年間を通じて課

題の残る一年となった。 

 

２．サービス目標 

①障がい者支援目標 

  「いつものキッチン」「いつもの湯」の運営と新たに「いつものだがしや」の販売を開始し、お菓子の値札付けや

陳列作業、又、野菜の収穫作業など作業内容を拡大については一定の目標は達成したが、作業内容の周知

までには至らず、新規利用者獲得には繋がっていない。 

 

②支援方針 

「はたらく」ことを意識した支援を心がけて毎日の朝礼、終礼では一日頑張ったことを利用者一人ひとりに話し

てもらい、利用者や支援員とともに称え合うことで利用者のやりがいに繋がるよう取り組んだ。 

 

③送迎について 

専従運転手の配置については利用人数が目標値に達していない為、見送りとした。送迎についてはデイサー

ビスの協力を得て、共同送迎で対応している。 

 

④利用者獲得に向けて 

利用者に対して統一した支援体制の構築を目指したが、職員の退職による入れ替えや新規採用があり、年

間を通して安定した人財育成には繋げられなかった。ただ、毎月のミーティングにおいて業務見直しや利用者の

情報共有に努め、統一した見解での支援に向けている。 

実習受け入れについては、みなら特別支援学校の 3年生 1名と 2年生 1名の実習を受け入れすることで、

3 年生は卒業後に利用に繋がっている。2 年生に関しても引き続き実習の希望があり、実習生を積極的受け入

れることで、働く場所の提供に繋がることから、今後も幅広い受け入れを継続していく。 

 

３．運営目標 

①「いつものキッチン」運営について 

他事業所への周知活動、絵画展等の開催によるキッチンスペースの活用、ＳＮＳでの情報発信により、ある程

度認知がされ、団体予約が入ったり、常連のお客様も入るようになったことで月３５万円の売り上げ目標に対し、

月平均３７万円の売り上げを達成している。 

 

②「いつもの湯」運営について 

銭湯利用者獲得に向けて、毎月土曜日半額デーの実施や不定期で地域行事や移動居酒屋の実施に合わ



 

  

- 65 - 

 

せた夜間営業を実施し、銭湯を知ってもらうきっかけ作ったが、昼時間のみの営業も影響し、利用増加には至っ

ていない。 

更に、燃料代高騰も影響し安定経営には繋げる事ができなかった。 

 

③利用者工賃について 

1 月から時給を 200 円から 250 円に工賃引き上げを行ったことで、利用者の働く意欲も上がりモチベーショ

ンアップの向上に繋がっている。 

 

④利用率 

4 月に登録利用者 6 名でスタートし、8 月と 11 月に退所者が出たため 4 名となる。1 月に 2 名、2 月に 1

名新規利用となるが、2 月に 1 名利用停止者となり、最終登録利用者は 6 名となる。定期的に相談支援セン

ターや相談支援事業所への挨拶回りも行うが、目標利用率 10 名／日に対し、利用率 4.5 名／日と目標を大

きく下回る結果となった。 

 

(作成責任者：就労継続支援(B型) 管理者 渡部誠） 
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１．利用状況 
(１)利用実績表   

                 （定員 20名） 

4月 6 105 26 4.0 20.2

5月 6 114 27 4.2 21.1

6月 6 89 25 3.6 17.8

7月 6 114 27 4.2 21.1

8月 6 94 26 3.6 18.1

9月 5 96 26 3.7 18.5

10月 5 104 27 3.9 19.3

11月 4 71 25 2.8 14.2

12月 4 56 27 2.1 10.4

1月 6 81 24 3.4 16.9

2月 7 95 24 4.0 19.8

3月 6 96 26 3.7 18.5

計 67 1,115 310
3.6

（平均値）

18.0

（平均値）

利用率

（％）
実人数 延人数

稼働日数

（日）

1日平均

（人）
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Ⅹ.その他事業活動 
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１.事業所内託児所小梅 
 

【令和 7年度まとめ】 

１．総評 

当法人において、職員の福利厚生および仕事と育児の両立支援を目的とし、デイサービスセンター小梅の開

設に合わせて、平成 23 年 12 月に事業所内託児所を開設し、これまで育児期の職員が安心して就労継続が

できる環境づくりに一定の役割を果たしてきた。 

また、デイサービスと同一空間で併設運営することで、高齢者は表情の変化や意欲向上、子どもにとっては高

齢者との自然な関わりを通じて思いやりや社会性が育まれるなど、世代交流を促進し、双方に良い影響をもたら

す環境を提供してきた。 

ただ、福利厚生の意味合い大きく持った事業であることから、個々の職員にとっては有益な支援となる一方、

事業としては安定した収益確保困難な事業であることから、令和 7 年度末のデイサービスセンター小梅の廃止

に伴って、事業所内託児所も 14年間の歴史に幕を下ろす決断となった。 

 

(作成責任者：統括施設長 野本浩二） 
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Ⅺ. その他の活動 
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１.施設実習受入状況 

 

期間 学校名 活動内容 事業所名 人員

令和7年5月７日～

令和7年5月9日
河原医療大学校　看護学科 臨地実習 デイサービス梅本の里 2年生　4名

令和7年5月12日～

令和7年5月16日
河原医療大学校　看護学科 臨地実習 特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト 1年生　2名

令和7年5月19日～

令和7年5月23日
河原医療大学校　看護学科 臨地実習 特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト 1年生　2名

令和7年6月9日～

令和7年7月4日
河原医療大学校　看護学科 臨地実習 特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト 2年生　2名

令和7年9月8日～

令和7年10月10日
河原医療福祉専門学校　介護福祉科 臨地実習 特別養護老人ホーム梅本の里ゆにっと 2年生　2名

令和7年11月8日～

令和7年10月11日
河原医療福祉専門学校　介護福祉科 臨地実習 特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト 1年生　2名

 
 

期間 学校名 活動内容 人数

令和7年月5日～

令和7年6月18日
愛媛県立みなら特別支援学校 臨地実習 就労支援事業B型いつもの 3年生　1名

令和7年7月1日～

令和7年7月日
愛媛県立松山盲学校 臨地実習 就労支援事業B型いつもの 3年生　1名

令和7年11月6日～
令和7年11月19日

愛媛県立みなら特別支援学校 臨地実習 就労支援事業B型いつもの 2年生　2名

令和7年11月13日～

令和7年11月19日
愛媛県立みなら特別支援学校 臨地実習 就労支援事業B型いつもの 3年生　1名

 

 

2.見学・交流等受け入れ状況 

日程 学校名等 事業所名 活動内容 人員

令和７年５月7日～９日 松山市立小野小学校 デイサービス梅本の里 見学 ４年生133名＋3名

令和７年６月3日
令和7年6月6日

松山市立小野小学校 特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト 見学 4年生

令和７年６月17日 介護労働安定センター
デイサービス梅本の里

特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト
見学 34名

令和7年６月25日 八幡浜社会福祉協議会白浜地区
デイサービス梅本の里

特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト
見学 15名

令和7年9月10日 八幡浜社会福祉協議会白浜地区
デイサービス梅本の里

特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト
見学 10名

令和7年9月18日 愛媛FC デイサービス梅本の里 交流 選手２名

令和7年9月29日 愛媛県立東温高等学校 特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト
インタービュー
シップ

1年生　４名

令和７年10月27日,29日
令和７年11月6日,10日

松山市立小野小学校 デイサービス梅本の里 交流 ４年生　５クラス　150名

令和７年10月31日 平井保育園 デイサービス梅本の里 ハロウィン交流 年長

令和7年11月4日 平井保育園 デイサービス梅本の里 芋掘り交流 年長

令和７年11月20日 愛媛県立松山北高等学校
デイサービス梅本の里

特別養護老人ホーム梅本の里・サテライト

インタービュー
シップ

１年生　6名

令和７年12月3日 愛媛大学付属中学校 デイサービス梅本の里 見学・レク交流 １年生～3年生　24名

令和8年2月27日 松山市立小野中学校　 デイサービス梅本の里 交流 支援学級生　12名
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3ボランティア受け入れ状況 

ボランティア名 活動内容

宮崎良樹 三線わくわくライブ

安平勝 フォークソングライブ

コーラスつぼみ コーラス

わかば コーラス

ソルフェージュ コーラス

藤井淳次 フォークソングライブ

マッサージふわり マッサージ

阿部靖 笑いヨガ

大正琴　はなみずき 大正琴演奏

お話恵美さん 語り

愛媛大学　学生 コミュニケーション

二宮利枝子 講談・歌

陽寛堂 歌謡ショー

河原医療福祉専門学校　学生 コミュニケーション
 

（敬称は、省略させていただいております。） 

ボランティア団体の方々が施設を訪問して頂き、ご利用者の方々と交流を図り、楽しい充実した時間を過ごせるよ

うに様々な活動を行って頂きました。 
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